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【今をどう生きるか】 

ルカによる福音書 12章 

35 「腰に帯を締め、ともし火をともしていな
さい。 

36 主人が婚宴から帰って来て戸をたたくと
き、すぐに開けようと待っている人のようにし

ていなさい。 

37 主人が帰って来たとき、目を覚ましてい
るのを見られる僕たちは幸いだ。はっきり言

っておくが、主人は帯を締めて、この僕たち

を食事の席に着かせ、そばに来て給仕して

くれる。 

38 主人が真夜中に帰っても、夜明けに帰
っても、目を覚ましているのを見られる僕た

ちは幸いだ。 

39 このことをわきまえていなさい。家の主
人は、泥棒がいつやって来るかを知ってい

たら、自分の家に押し入らせはしないだろ

う。 

40 あなたがたも用意していなさい。人の子
は思いがけない時に来るからである。」 

＊＊＊＊＊ 

「世の終わり」というと、世界大戦か何かが

あって、世界が消滅してしまう日を連想する

方もおられると思います。 

しかし、ここではイエス様が私たちを次の世

界に引き上げ、そこでの素晴らしい宴会の

席に 

招こうとして迎えにくる日のことが想定され

ています。 

そこには神様からの評価がくだされる日でも

あるのですが、その日をオドオドしながら待

つのではなく、期待しながら待ちたいものだ

と思います。 

 

イエス様は、その日を心待ちに生きる姿勢

を「35 「腰に帯を締め、ともし火をともしてい
なさい。」という言葉の中に示されました。 

いつでも、迎えることができる姿勢。いつで

も働くことができる姿勢」を保つ生き方。 

 

日本は地震、津波、台風などで毎年被害を

受けていますが、そういう災害に備えて 

「災害は忘れた頃にやってくる」ということわ

ざがあります。 

これはたしか寺田寅彦という人が言った言

葉と記憶していますが、 

本来、心配すべきことを忘れて、別のことに

うつつを抜かすということが私たちにはよく

あります。 

別に「うつつを抜かす」などという言葉を使

わないにしても、優先順位の取り違いは私

たちの人生の中によくあることのように思い

ます。 

 

イエス様はこの例えのなかで、準備している

僕に対して主人が給仕してくれると、語って

います。これは当時の社会の中では異例の

ことだと思います。 

つまり、日々の生活の中で「その日、その

時」「今」の大切さを意識して生きることの 

難しさと重要さがここに教えられています。 

 

今、何をなすべきか、今、生かされているこ

とにどのように応答すべきか、実は、そうい

う発想がとても重要なのだと思います。 

 

それが不十分だと 



 

1）「やっておけばよかった」という後悔 

 

2）「間に合わなかった」という失望 

 

3）備えるという喜びの喪失（神の国の経験
不足） 

 

が顕著になり、暗澹たる思いに心が塞がっ

てしまうことになる可能性があります。 

 

私の記憶の中には「夏休みの終わり頃」は

いつも、こういう状況だったなぁと 

いう思いがあります。 

今でも怠惰な私には、同じようなことがしば

しば起こります。 

でも、年齢を重ねて、すこしだけ大胆に「今

を丁寧に生きたい」という 

思いが強くなってきました。 

あれこれ楽しみながら心を広げ、趣味を広

げ、関係を深めつつ生きたいと 

願っています。 

それでも、振り返ってみるとやり残したこと

が結構あるように感じています。 

 

ただ、これらは私たち誰にでもあることなの

かもしれません。 

自分だけが情けない存在と考えなくても大

丈夫なのだと思います。 

そして、気づいた時こそ始めるべき時と心得

ていただけたらと思います。 

本来、自分でなすべき作業、自分の使命、

自分の興味や役割で、今から 

できることはありますか？ 

あるいは自分の心を整えるためにこれをす

べきだなと示されていながら 

先延ばししていることはないですか？ 

 

今から、イエス様に出会う時、人生における

祝福をお伝えすることが 

できるために、何がどうなれば良いと思いま

すか？ 

 

イエス様が教えておられる神の国の影響力

は、私たちが日常生活を 

送りながら神様からの使命を果たすための

力やそのための準備の喜びを 

もたらしてくれるものなのです。 

「神の国」の祝福と影響力は、今、ここに生

きるあなたの人生に直接 

影響をもたらすもの、変化をもたらす力ある

ものです。 

ある事柄を継続的にできるようになった、と

か、聖書を考えるのが楽しくなったとか 

礼拝の大切さに気付かされたとか、そういう

背後に、神の国の力が届いていると言って 

間違い無いのだと思います。 

 

次週から、しばらく、クリスマスの話をしてい

きます。 

イエス様と真剣に向き合うための出発点とし

て楽しみにしてほしいと思います。 

そこから、新たに自分の人生を建ちあげて

行ってほしいのです。 

 

＊＊＊＊＊ 

MACFの礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/d_RBK0IELkM 

 

 


